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開こん畑の地力増進対策とその効果

阿　部　亥　三・那　須　時　正

遊　坐　次　夫・小　原　秋　雄

（青森県農試古間木支場）

1．ま　え　が　き

開こん畑の当初は，一般に土壌条件が劣悪で生産力

も使いのが通例であるが，反面には雑草や病虫害の発

生の少ない利点もある。閑こん畑の生産力を増強する

ことは今後の畑作振興上重要な問題である。

筆者らは，19朗年に機械閲こんを行なった古間木支

場の新規圃場を研究対象として，1985年から19°9年

まで生産力を高めるための試験を継続実施してきた。

19°7年までに得られた成熟はすでに発表しているが，

その後のデークーを加えて，以下その概要を報告する。

2．試　験　方　法

1．供試土壌

供試前の土壌分析の結果は第1表に示すとおりで，

A，王，Cは開こん畑（1ha）を上方，中央（黒色），

下方に5分類して求めたものである。試験対象土壌は

心土露出土壌（第1試験）とB（第2試験）で，置換

性塩基に比較的富み，置換容量は小さく，pHは比較

的高い。燐酸吸収係数も高く，有効態燐酸はきわめて

低いのが特長であり，特に心土露出土壁は著しく緻密

である。

第1表　開こん畑土喋分析結果（青森農試施肥改善科）

p H 巨 1 慧酸吸訂
化　比　重

H 20 K C l C a O

占．4 5 5 ．2 0 n 5 9 2．1 5 5 占 え 7
1 5 5 喝

占．2 0 4 9 0 1．2 9 2，5 7 9 8 2．5 2 2 8

占．5 5 5．1 2 n 5 5 2 ．2 5 9 7 2．d 1 5 5

‘．5 5 5．5 0 8 4 1 乙 4 8 5 7 1．2 2 0 2

占．5 2 5 ．2 0 n 5 5 2 ，1 4 9 7 5 ．7 1　 2 5 5

2．試験条件

日）第1試験：緩械開こんにより表土が剥奪され，

心土の琢出した土壌で行なったもので，試験区の構成

は第2表抑こ示すとおりである。作付順序は，大豆～

とうもろこしの反復と，とうもろこし～大豆の反復の

2系列で行ない，供試品種は十勝長葉と交5号である。

（2）第2試験：表土の剥奪されない閲こん土壌で

19°5年に大豆を均一栽培し，，dd年から試験を実施し，

試験区の稗成は第2蓑（PHこ示すように堆肥の施用量

（0，750，1500，5．000Kg）と茎葉すきこみの有無

を組み合わせて行ない，1989年には？吸5痴相当量の

燐酸配合（燐酸4，過石1の混合）を各区に施用して

生産力を検討した。

第2表　試験区の構成

打）第1試験

1．標準区（普通肥料）

2・堆肥倍量区（毎年）

5・改良資材A区（P吸2．5多）

4　　ク　　B区（P吸　5肇）

5・　ク　　C区（P吸10多）

注・1）標準肥料：大豆8－8－8　堆肥750Kク／

10a　とうもろこし12－12－12，

堆肥1500Kg′10a．

2）4区は1987年以後，堆肥を毎年倍量施用。

5）改良資材は1985年に地下20の符までを対象と

して施用。
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4）供式面積10a，1区面積比5a　2連

（可　第2試験

t　堆肥OKク

2．ク　75DKタ

5．ク1500Kg

4　ク5．000Kg

S．堆肥OKク＋茎葉すきこみ

ム　〝　750＋　　〝

7　ク　ー500＋　　〃

a　ノダ　5．000＋　　ク

注・1）品　種
とうもろこし：交5号

馬　鈴　薯：男しゃく

菜　　　　種：青森1号

育刈えん麦：前　　進

2）供試面積　258，1区面積比5a　2連

句茎葉すきこみは19dd年のとうもろこしより

毎作行なう。

古．試験結果と考察

1．第1試験：古間木支場においてとうもろこしの収量

と関係の深い気象要素としては，7，8月の日照時数

（特に8月），8月の気温較差と降水量があげられ．

大豆の収量に対しては，8，7月気温の高低と8，9

月日照時数の多寡が関係の深いことを示す。試験を行

なった5カ年間のこれらの気象要素は第5蓑に示した

とおりで，とうもろこしは1985年と，89年に減収を示

し，，67年に増収し，大豆では℃8年に減収し，’d8年に

多収を得ている。

第5表　試験年次の気象条件
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0とうもろこしの場合：5カ年の収量成績を第4表的，

（p）に示した。燐誠多用区の初期生育は良好であるが，す

でに報告したように7月下旬以降から下葉に枯葉現象

が生じ（燐酸施用量の多い区ほど著しい），堆肥倍量

区に劣る収量成績であるが，1988年，’89年には優る

ようになり，窒素追肥すると第4表（ロ）に示すように天

候良好な1987年には著しく多収をあげ，特に堆肥増施

を併用した4区ではさらに増収効果は高くなる。しか

し，1988年のような天候不良年には窒素追肥の効果は

あまり高くなく平均増収率19多で，堆肥増滝の効果も

かかる不良天候年においてはマイナスに作用している

とみられる。

とうもろこしの生育形質ならびに養分吸収量と収量

との相関関係を検討した結果によると，稗重，芯重，

梓長，N吸収量と収量との間に，n70＊，n98＊＊＊

n51＊，n90＊＊の有意な相関係数が得られた。すなわ

ち，心土の霹出した開こん畑においては潜在地力が低

いためにNが収量の制限因子になっているように判断

される。古間木支場の熟畑では梓重，稗長と収量との

相関は認められないのが通例であるが，閑こん畑では

全般に栄養生長畳が劣る関係にあって熟畑とは異なる

結果が得られている。したがって，かかる心土露出土

壌において，とうもろこしの多収を実現するには燐酸

多用や堆肥増施のほかに，Nの追肥，施肥法の改善を

進め，栄養生長量の増大と充実をはかることが肝要と

考えられる。

第4裏　打）　とうもろこしの年次別子実重

（Kg／10a）

区　 番 1 985 年 1 9dd 年 1 967年 1 988 年 19d9 年

1 4 6 8 4 8 2 5 0 7 4 0 5 4 2 7

2 5 4 7 5 4 7 5 5 4 5 8 0 4 7 1

5 5 2 7 5 2 0 5 4 1 4 0 5 5 1 4

4 4 9 8 4 8 4 5 9 5 5 7 4 5 0 5

5 4 5 2 4 9 8 5 5 5 4 8 1 5 7 0

参 考

豊 凶 収 量 4 9 5 8 7 1 7 8 8 8 1 5 5 8 8

作況 指 数紛 7 8 1 0 5 1 2 0 9 8 8 9
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（⇒　追肥によるとうもろこしの増収

（Kg′10a）

区　　　 番 1 9 8 7 年 1 9 8 8 年

1 － 5 5 7

2 8 4 4 4 5 9

5 8 1 1 4 7 2

4 8 5 8 4 5 1

5 8 0 0 5 4 2

平　 均

増 収 率 5 8 痴 1 9 多

注．各試験区を2分割して行なった収量成績

0大豆の場合：5カ年の収量成薪を第5表に示した。

各改善区は標準区よりいずれも増収し，改善区間の収

量差は比較的少ない。また，とうもろこしと異なりN

追肥の効果は認められず，19°7年を除いて他の4カ年

では各改善区の収量は熟畑に比較しておおむね遜色の

ない水準を示しているが，収量レベルはあまり高くな

い。

大豆の生育形質と収量との相関関係を検討した結果，

梓乗重と稔実英数がそれぞれn7占＊＊　n7占＊　と有意

相関係数が得られたが，これは普通畑においても一般

に認められる現象である。大豆は心土露出土壌でも燐

酸多用あるいは堆肥増施によって比較的容易に熟畑並

みの収量は実現され，かかる土壌に対する適作物と判

定されるが，大豆そのものの絶対収量が高くないので

さらに積極的増収技術を考えて行きたい。

第5蓑　　大豆の年次別子実意

（Kク／10a）

1 98 5 年 1 9 砧 年 ●●　　■区 番 1988年

1 7 0 2 4 0 1 8 5 1 7 1

2 0 0 2 8 1 1 8 8 1 9 2

2 5 8 2 8 1 1 8 8 1 9 5

2 （～0 2 8 4 1 9 0 2 0 5

2 4 8 2 6 0 1 8 9 2 1 8

（2 2 5 ） 2 8 9 2 5 9 2 1 9

（9 5 ） 1 1 1 9 9 9 ＿1」
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2・第2試験：心土の雷出しない開こん土壌の場

合の収量成績を第d表に示した。

0初年日とうもろこし：堆肥の施用量を増車こ従い，

草丈，稗長，碍軋雌穂長等の生育形質が優り，収量

もこれに比例して増収し，堆肥増施の効果が顕著で，

5．000Kg′10aの堆肥施用でおおむね熟畑と同等の収量

が得られた。

02年目馬鈴薯：有機質の施用程度（堆肥の施用量

の茎葉すきこみの有無の組合せ）に対応して増収して

いるが，増収率はあまり高くなく，熟畑の収量に比較

してやや遜色が認められる。

05作目菜種：堆肥増施効果は馬鈴薯と同程度に認

められるが，茎葉すきこみ効果はあまり明らかでなく，

熟畑の収量と対比するとやや及ばない。

04作目育刈えん麦：菜種の場合と同様に堆肥増施

の効果は認められるが，茎葉すきこみの効果は明らか

でない。

05作目とうもろこし：作付前に各区一様にP吸5

多相当量の燐酸配合を施用している。とうもろこしの

収量は堆肥の施用量が多いほど増収したが，堆肥に茎

葉残淳物すきこみを併用した場合には有機質の施用量

が多すぎると減収し，占区（堆肥750Kg＋事菓すきこ

み）が最高収量を得た。

各作物を通じてみた場合，閑こん当初とうもろこし

の作付の場合には堆肥の施用量に対応して増収したが，

その後の馬鈴薯，菜種の収量は有機物の施用効果はあ

まり高くなく，開こん畑では堆肥5，000Ky′10a以上

施用しないと顕著な効果は発現しないようである。し

かし，堆肥と茎葉残淳物すきこみを併用して土壌改良

資材を使用する場合には，茎葉すきこみは堆肥の節減

に有効である。

第8表　第2試験の各作物の収量　（Kg／108一）

も8年 ，8 7 年 ’8 8 年 も8 年

と うもろ
馬 鈴 薯 菜　 種

育　 刈

こ　　 し え ん 麦

4 5 5 2，8 7 占 2 8 2 9 8 5

5 2 5 5，0 5 0 2 8 4 1，0 15

5 4 9 5．0 5 7 2 占5 1．0 2 8

8 7 8 5，15 1 28 9 1．2 5 7

－
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4．む　　す　　び

開こん畑を対象として1985年から89年まで生産力

増強対策試験を行なった。

1．心土質出土壌の場合：とうもろこし，大豆を供

試して堆肥増施，燐酸多用の顕著な増収効果を認め，

特に大豆では熟畑に劣らぬ収量を得た。とうもろこし

ではN追肥によって増収効果を増大させ得る。両作物

ともさらに積極的に生産力を高めるには，施肥法や輪

作体系を含めた総合的改善対策をたてる必要がある0

2．心土の露出しない土壌：堆肥の増施である程度

生産力を高め得るが，堆肥を10a当り5．000kg以上施

用しないと顔著な効果は期待できず，熟畑の生産力に

劣る。茎葉のすきこみ効果は認められるが，あまり大

きな効果は期待できない。しかし，改良資材を使用す

る場合には茎葉のすきこみは堆肥の施用量の節減に原

著な効果がある。

文　　　　　　献

1）阿部外，1970．開こん畑の生産力増強対策試験

東北農業研究　第11号

土壌改善による主要畑作物の生育形質の変化と増収性

阿部　亥三・那須　噴正・佐藤　久六

（青森県農試古間木支場）

1．緒　　　　　言

土壌改善は畑作の生産力を高める上できわめて有効

な手段であるが，土壌改善の効果は，栽培作物によっ

て一様でない。

すなわち，筆者らがすでに報告したように，作物に

より，また品種により土壌改善の生育収量に及ぼす影

響は異なることが知られている。

したがって，土壌改善の効果を一段と高めるために

は，土壌改善による作物別の生育反応を正しく把撞す

ることが重要と考えられる。次に1988年，，d9年に行な

った試験結果を素材として，大豆，馬鈴薯に対する土

壌改善の効果を生育形質の変化と増収性の面から検討

した結果を述べる。

2．試　験　方　法

1．供試作物と品種

大豆：十勝長葉，ムツメジロ

馬鈴薯：男爵，農林1号

2．戎験区の構成

普通肥料区（基準肥料），改良資材（10痴）区（燐

酸吸収係数の10痴相当量を熔燐4：過石1の割合で

施す），改良資材（5喀）堆肥基準量2トン増量区の

5条件で，2カ年とも新設圃場で実施した。

5．区制および面積

1区，1．5a，2区制

5．試験結果の概要と考察

1．気象の特長と生育概況

（1）1968年

生育期の前半はおおむね低温，寡照に経過し，特に

5月は平年に対比して，平均気温－2．9℃，日照時敬

川［橘，降水量54ス9多　ときわめて低温，寡照，多雨

の不良気象を示した。そのため馬鈴薯は初期生育がや

や遅れた程度であったが，大豆は顕著な遅延を示した0

馬鈴薯では播種後55日，大豆で87日に土壌改善区

の生育の促進，健全性，均整化の憤向が明らかに認め

られた。

8月～9月上旬に再び低温，寡照，多雨の不良気象

が継続し，馬鈴薯はほぼ平年並みの枯凋期であったが，

大豆の成熟期はd日遅れた。

（2）1989年

生育期間を通じて高温，多照，やや寡雨で経過し，馬

鈴薯の生育初期は，やや不均一を示した。大豆の初期生

育伸長はやや緩慢の傾向がみられたが，葉数，分枝数の発

生は順調で，土壌改善による生育促進効果が顕著に発

現した。生育後半も順調に経過し，馬鈴薯の枯凋期は

前年より遅れ，大豆は10日ほど早く成熟期に遺した。

両年の気象の年次差は比較的大きかった。

乙　作物の生育と収量

（lJ　大　豆

第1表に大豆の生育調査と収量成績を示した。生育

時期別の生育量は両品種とも普通肥料区より，改善2


